
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

だれもが力いっぱい

生きるために 

青青丘丘者者ほほっっととラライインン  
デデイイササーービビスス  

電話: 050-3333-8196/270-6127 

FAX：044-270-6128 

社会福祉法人 青丘社 

社会福祉法人  青丘社 は、在日コリアンの多く

住む川崎南部の工場地帯に隣接する地域にあっ

て、在日コリアンと日本人が、共同で、民族差

別をなくす市民運動、地域活動を推し進める中

から生まれました。民族差別は、最も弱い立場

のこどもたちの育ちに色濃く表れることから、

こどもと共に歩む活動を基軸として桜本保育園

を設立し、地域における実践を展開してきまし

た。そして民族差別をなくす市民運動が、行政

とのパートナーシップを求め、長い話し合いの

中から１９８８年ふれあい館がオープンしまし

た。そして、新しい生活課題と向き合う作業が

営まれ、保育、児童館、社会教育、高齢者福祉、

障害者福祉など、生活者の立場に立った幅の広

い事業実践を担う青丘社のネットワークを作り

出しています。  

☎ 04 4- 28 8- 29 97  
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生活サポートネットワーク・ほっとライン  

http://www.seikyu-sha.com/hotline/ 

 

ほっとラインは、ふれあい館の市民活動

の中から生まれました。 

生まれた背景のひとつは、１９９８年１

月に設立された在日コリアン高齢者交流

クラブ「トラヂの会」の取り組みでした。

「歌を歌おうと紙を渡され、聞いたこと

もない歌を歌わされ、読めもしない歌詞

カードを渡される。おまけに食事は薄味

で口に合わない。だから日本の老人クラ

ブには、行きたくない。」という言葉に象

徴されるように、日本の高齢者福祉は、

自分たちには縁のないものであり、また、

魅力に乏しいものでした。彼（女）らに

とって、２０００年の介護保険は大きな

課題でした。「日本の老人ホームには行か

なし、介護保険は入らない」と言い放つ

在日一世と共に、学習会などを開き、行

政への働きかけを行い、「日本で辛酸を嘗

め尽くす生活を余儀なくされた在日高齢

者の民族的、社会的、歴史的背景を尊重

したサービスメニューの充実」を掲げて

地域活動を推進しました。公的サービス

を利用したことがない在日高齢者に寄り

そい、「サービスを使って老いの今を力い

っぱい生きる」ということを実践し、そ

れを具体的に支えるサービス提供の必要

性から事業所を立ち上げました。サービ

ス内容の充実を図り、｢帰れなかった｣「帰

らなかった」在日一世の日本のふるさと

づくりを掲げました。共に生きる私たち

の街の、主に高齢者、障害者の生活支援

に関する部分を担当する事業部門とし

て、生活サポートネットワーク｢ほっとラ

イン｣は整備されました。  

◆地域密着通所介護  

青丘者ほっとラインデイサービス 

(事業所番号 1475000541) 

◆認知症対応型通所介護 

青丘者ほっとラインデイサービス 

(事業所番号 1495000265) 

 

〒210-0834 川崎市川崎区大島 3-33-4 ペリタ

ス原田 ☎050-3333-8196 

川崎駅東口バスターミナル９番乗場から臨港

バス「大師」行きバス乗車約１０分「桜本」下

車徒歩約５分 

 

 

☎044-276-8082 FAX044-276-8166 

E-Mail: hotline-hamacho@seikyu-sha.com 

 

 

 

  

 

http://www.seikyu-sha.com/
http://www.seikyu-sha.com/hotline/
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青青丘丘者者ほほっっととラライインンデデイイササーービビスス((通通所所介介護護事事業業))  

地域密着通所介護  

2004 年 2 月に OPEN し、家庭的な雰囲気を尊重し

た小規模（１０名）のデイサービスです。 

母語による会話、民族の味を保障し、在日コリアン高

齢者の文化背景を尊重したサービス提供につとめま

す。  

事業の基本方針 

1. 明るく家庭的な雰囲気のもと高齢者の孤立感解消及び心

身の機能維持につとめる。 

2. 母語によるサービスの提供 介護サービスとしての識字、

語り、回想法のプログラム展開 

3. 住み慣れた地域で個々の利用者のニーズを把握し決め細

かいｻｰﾋﾞｽを提供する。 

4. 個人の好みに応じた栄養バランスのよい食事の提供（韓国

食も含む） 

事業概要 

送迎サービス、食事の提供、入浴保障、レクリェーション、

リハビリ 

 

 

  

  

デイサービスの自慢は食事です。 

栄養バランスもよく、安くて美味

しい手作りです。￥500 

 

 

 

認知症対応型通所介護 
地域の高齢者支援強化のため、2012 年に開所。定員（11 名） 

認知症のある方の個性、意志、能力を尊重したケアを尊重しま

す。またうつによるひきこもりや、多人数が苦手で、孤独感の

強い方など、さまざまな問題を抱えている利用者に、寄り添い、

傾聴することによって、居心地のよい安心できる居場所作りに

努めています。 

事業の基本方針 

1. 明るく家庭的な雰囲気のもと高齢者の孤立感解消及び心身の機能維

持につとめる。 

２. 住み慣れた地域で個々の利用者のニーズに答え、豊かな生活が送れ

るよう支援する 

３. 母語によるサービスの提供 介護サービスとしての識字、語り、回想

法のプログラム展開 

4.認知症利用者のペースに合わせた、ていねいでゆとりのある介護目指

す 

事業概要 

送迎サービス、食事の提供、入浴保障、レクリェーション、リハビリ 

 

  

 

見学・相談随時受付けます 気楽にご連絡をくだ

さい 

地域密着通所介護：月～土 9時～16時 

認知症対応型通所介護：月～土 10時～15時 15分 

１ 事業者および事業者の使用する者は、サービス提供をする上で知り得た利用

者およびその家族に関する秘密を正当な理由なく第三者に漏らしません。 

２ 事業者は、利用者から予め文書で同意を得ない限り、サービス担当者会議等

において、利用者の個人情報を用いません。 

３ 事業者は、利用者の家族から予め文書で同意を得ない限り、サービス担当者

会議等において、当該家族の個人情報を用いません。 

４ 事業者は、利用者の写真使用は利用者と利用者の家族から同意を得ない限り、

使用しません。 

 

 

 
 


